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研究科長のメッセージ

大学院 ３つのポリシー

広島経済大学大学院経済学研究科は、本学の建学の精神である「和を以て貴しと為す」と、立学の方針「大

学の道は明徳を明らかにするにあり」のもと、「経済学の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めても

って文化の進展に寄与すること」を目的としています。

広島経済大学大学院は、博士課程をもつ経済学専攻の大学院として、経済学の高度な研究を実施すると

ともに、研究者養成につとめてきました。しかし、近年、高学歴社会の到来とともに、大学院により広い

役割を期待する声がきかれるようになりました。これに応え、本大学院では、コース制を採用しています。

高度な研究・研究者養成のための「研究者養成コース」、経済学の知識を深めて専門的な職種を目指す人

のための「経済学専修コース」の 2 つのコースを設けています。

多様な目的をもつ学生の入学を期待しています。

大学院経済学研究科科長  一橋 信之

① ディプロマポリシー（修了認定、学位授与に関する方針）

大学院経済学研究科博士課程前期課程を修了するためには、所定の年限内に 30 単位以上の科目を履修・

単位修得し、かつ修士論文審査に合格しなければなりません。大学院の教育目的に沿って編成された課程

で学修して十分な基礎学力を養い、研究科が行う修士論文審査に合格しうる論文の作成を通じて、幅広く

深い知識と分析能力を身につけることが求められます。

博士課程後期課程については、所定の年限内に、大学院の教育目的に沿って、研究指導（24 単位）のほ

か 12 単位以上の科目を履修・単位修得することによって、豊かな学識を身につけ、かつ研究科が行う博士

論文の審査及び最終試験に合格して課程を修了することが、博士（経済学）の学位授与の要件です。

② カリキュラムポリシー（教育課程の編成の方針）

大学院経済学研究科の教育課程の編成は、博士課程前期課程、博士課程後期課程の各々につき、次のよ

うに設定されています。

博士課程前期課程は、「研究者養成コース」及び「経済学専修コース」の 2 つのコースからなります。「研

究者養成コース」の教育課程は、研究指導を重視し、将来研究者として活躍しうる人材の育成に向けた編

成になっています。このコースでは、前・後期課程一貫制をとっています。他方、「経済学専修コース」の

教育課程は、高度な専門職業人あるいは高度な専門的知識・能力を備えた実務担当者として活躍しうる人

材の育成に向けた編成になっています。基礎的科目・実践的科目に重点を置く学部での学習に加えて、よ

り高度で専門的な経済学的知識及び分析能力を体系的に修得できる科目配置になっています。

博士課程後期課程は、「研究者養成コース」のみからなり、その教育課程は、研究指導を重視し、博士（経

済学）の学位取得を経て、将来研究者として活躍しうる人材の育成に向けた編成になっています。

③ アドミッションポリシー（入学者受け入れの方針）

博士課程前期課程では、将来研究者として活躍するための潜在能力を具える学生、あるいは、「学部との

5 年プログラム」学生＊を含め、将来高度な専門職業人・実務担当者として活躍するための潜在能力を具え

る学生の受入れを目指しています。

博士課程後期課程では、将来研究者として活躍するための潜在能力を具える学生の受入れを目指してい

ます。

＊学部 3 年次末に研究科が行う「学部との 5 年プログラム」選考試験に合格した学生は、学部 4 年次に大

学院の科目等履修生として、博士課程前期課程経済学専修コースの授業科目を履修できます。学部 4 年

次末に研究科が行う選考試験の合格及び学部卒業を経て、大学院博士課程前期課程経済学専修コースに

入学後、上記履修による既修得単位は、博士課程前期課程修了に必要な修得単位数に充当することがで

きます。学部入学から最短 5 年で、学士と修士の学位取得が可能となります。
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経済学研究科の概要

大学院修了要件及び学位

博士課程前期課程

博士課程後期課程

広島経済大学大学院は、1979（昭和 54）年 4 月に経済に関する一層高度な学理とその応用のための専

門の学問研究を志す人のために修士課程を設置しました。その後、1990 （成成 2）年 3 月の博士課程認可

によって、経済学研究科に博士課程を置く研究機関となりました。

博士課程は前期課程 2 年、後期課程 3 年からなり、学内はもとより、全国から経済学修士・博士を志す

学生・研究者が集まっています。最近は、国際化に伴い海外からの留学生の受け入れも活発です。

また、経済学の分野における学際的研究の必要性が高まる中、ネットワーク校であるインドネシア国立

ガジャマダ大学、シンガポール経営大学、ポーランドのクラクフ経済大学、ポルトガルの ISCTE などをは

じめとする大学との教授陣・大学院生の人的交流や学術交流をはじめ、海外の研究機関との交流も盛んで

す。本大学院において東南アジア研究分野の業績を有する研究者を多数輩出しているのもこうした国際

交流の成果です。

このように恵まれた教育研究体制のもと、博士課程前期課程では、経済学・経営学の基礎的な研究能力

と、高度な専門性を必要とする諸職業に必要な実務能力の養成も目的のひとつとしています。また、博士

課程後期課程では、研究者として自立した研究活動を行うための高度な研究能力と学識を養うことを目

的としています。

両課程ともに、経済学の研究者を養成することを目的に高度な専門教育を展開してきましたが、近年で

は社会のニーズの多様化により、院生の中には研究者以外の道を選ぶ者も増えてきました。また高等学校

教諭専修免許状（地理歴史・公民）等の資格取得を主な目的とする院生も少なくありません。こういった

状況と、さらには大学院における高度な社会人教育へのニーズの高まりなども考慮し、より広範囲な人々

に大学院の門戸を開放することになりました。

すなわち、従来からの目的である研究者の養成は、「研究者養成コース」で引き続き行います。このコ

ースでは、5 年一貫制をとり、研究指導に重点をおいて経済学修士および経済学博士の学位取得を目指し

ます。

一方、経済学（経営学を含む）を学部で勉強したことを踏まえ、より高度な、経済学的な知識と分析能

力を備えようとする人のために「経済学専修コース」を開設しています。このコースでは、専門的な授業

を選択することによって、幅広い経済学的な素養を身につけるとともに、研究指導によって修士論文を作

成して経済学修士の学位を得ることができます。また、このコースは高等学校教諭専修免許状（地理歴史・

公民）の資格の取得などを目指す場合にも有意義なコースです。さらに、「租税制度論特論」「所得税法特

論」「法人税法特論」「消費税法特殊講義特論」等といった税理士資格取得の足がかりとなりうる科目も設

置されています。

大学院に 2 年以上在学し、大学院経済学研究科履修細則に定める授業科目（研究指導含む）の単位を 30

単位以上修得し、必要な研究指導を受けた上で、修士（経済学）の学位論文を在学期間中に提出してその

審査及び最終試験に合格することによって、修士（経済学）の学位が授与されます。ただし、大学院の在

学期間に関しては、学長が優れた研究業績を上げたと認める者については、大学院に 1 年以上在学すれば

足りるものとします。

大学院に 5 年（前期課程における 2 年の在学期間を含む）以上在学し、大学院経済学研究科履修細則に

定める授業科目（研究指導含む）の単位を 36 単位以上修得し、必要な研究指導を受けた上で、博士（経

済学）の学位論文を提出してその審査及び最終試験に合格することによって、博士（経済学）の学位が授

与されます。ただし、大学院の在学期間に関しては、学長が優れた研究業績を上げたと認める者について

は、大学院に 3 年（前期課程における 2 年の在学期間を含む）以上在学すれば足りるものとします。
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大学院研究生制度

教育職員免許状取得プログラム

長期履修学生制度

広島経済大学大学院には、学部教育課程や大学院の課程で修得した成果を基礎にして、一層の研究を積

み重ね、大学院担当の指導教員のもとで、より深い知識を得、あるいは大学院への進学に備えて学識を深

めることを志す学生の要望に応えるために、研究生制度が設けられています。

これまでに国内外から幾多の有能な人材が大学院研究生として在籍し、学界、官界、実業界で活躍して

います。

大学院研究生の研究期間は 1 年と定められていますが、さらに研究を続けたい者に対しては、1 年に限

って期間延長も認められています。

大学院研究生は指導教員を定め、指導教員の指示に基づいて研究に専念することになり、大学院生用研

究室の利用、大学院生の発行する研究論文集への投稿などの特典が与えられます。1 年間の研究期間終了

後は、在籍期間証明書が交付されます。

広島経済大学大学院では、高等学校教諭専修免許状（地理歴史・公民）の授与を受けるための資格が取

得できます。

この教育職員の免許状が授与されるための所要資格を取得しようとする者は、当該教科の高等学校教諭

一種免許状授与の所要資格を有する者で、修士の学位を取得し、かつ教育職員免許法及び教育職員免許法

施行規則に定める所要の単位を修得しなければなりません。

広島経済大学大学院では、職業を有している等の事情により、標準修業年限では教育課程の履修が困難

な学生のために長期履修学生制度を設け、より多くの学生が本大学院で研究する機会を得ることができる

よう門戸を開いています。この制度を利用すれば、授業料、施設費については、許可された修業年限で分

割して納入することができるので、経済的負担が軽減されます。

− 3−



大学院経済学研究科博士課程前期課程では、学位取得により、2002（平成 14）年 4 月施行の改正税理士

法に基づき、税理士試験「税法」に属する科目の一部免除を申請することができます。平詳細は国税庁ホー

ムページをご確認ください）

税理士試験「税法」に属する科目の免除申請が可能

「税法に属する科目」の試験免除に関する科目

大学院授業の税法科目を４単位以上修得すること。
●本学の場合

租税制度論特論平２単位）を履修・修得 及び

所得税法特論平４単位）、法人税法特論平４単位）、消費税法特殊講義特論平２単位）のうち

いずれかの科目を履修し４単位以上修得

学位論文作成のための研究
●本学の場合

租税制度論特論 研究指導 AⅠ、租税制度論特論 研究指導 AⅡを履修・修得

及び

所得税法、法人税法、相続税法、消費税法又は酒税法、国税徴収法、住民税又は事業税、固定資産税

の試験いずれかを１科目合格する

税法に属する科目等に関する修士論文の完 

学位「修士」取得

国税審議会に提出

研究論文・修得単位の審査

認 定

税理士試験「税法に属する科目」の試験科目免除決定

「会計学に属する科目」2科目平簿記論及び財務諸表論）に合格する

※ 本学には「会計学に属する科目」に対応する科目があります。

税税理理士士

※税理士登録の要件･･･租税又は会計に関する事務などに従事した期間が通算して２年以上あること。

税税理理士士登登録録
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履修 開講

区分 区分

ミクロ経済学 4 通年 教授 堀江 真由美

マクロ経済学 4 通年 非常勤講師 山根 智沙子

データ分析入門    4 通年 教授 得津 康義

外書講読（英語） 4 通年 教授 小笠原 礼以

外書講読（ドイツ語） 4 2026年度 開講せず

外書講読（フランス語） 4 2026年度 開講せず

理論経済学特論Ⅰ 2 前 教授 堀江 真由美 ○

理論経済学特論Ⅱ 2 後 非常勤講師 山根 智沙子

計量経済学特論 2 後 教授 得津 康義 ○

数理経済学特論 2 後 2026年度 開講せず

国際経済学特論 2 前 教授 小笠原 礼以 ○

経済学史特論Ⅰ 2 前 非常勤講師 林 直樹

経済学史特論Ⅱ 2 後 非常勤講師 林 直樹

西洋経済史特論Ⅰ 2 前 教授 竹林 栄治

西洋経済史特論Ⅱ 2 後 教授 竹林 栄治

東洋経済史特論Ⅰ 2 2026年度 開講せず

東洋経済史特論Ⅱ 2 2026年度 開講せず

日本経済史特論Ⅰ 2 2026年度 開講せず

日本経済史特論Ⅱ 2 2026年度 開講せず

経済政策論特論Ⅰ 2 前 教授 野北 晴子

経済政策論特論Ⅱ 2 後 教授 野北 晴子

商業経済論特論 2 後 教授 細井 謙一 ○

国際貿易論特論Ⅰ 2 前 教授 広田 堅志

国際貿易論特論Ⅱ 2 後 教授 広田 堅志

労働経済学特論 2 前 非常勤講師 岡村 和明

財政学特論 2 前 教授 一橋 信之 ○ 研究指導はAⅡのみ
金融論特論 2 後 非常勤講師 西脇 廣治

国際金融論特論 2 2026年度 開講せず

ファイナンス特論 2 前 教授 重本 洋一 ○

租税制度論特論 　 2 前 教授 一橋 信之 ○

経済法特論 2 前 2026年度 開講せず

経済統計学特論 2 2026年度 開講せず

統計情報論特論 2 前 教授 得津 康義

経営管理論特論 2 前 教授 瀬戸 正則

人的資源論特論 2 後 教授 瀬戸 正則 ○

経営史特論 2 2026年度 開講せず

国際経営論特論 2 前 教授 松川 佳洋 ○

経営情報論特論 2 前 准教授 石野 亜耶 ○

経営科学特論 2 後 教授 丹羽 啓一 ○

管理会計論特論 2 2026年度 開講せず

財務会計論特論 2 後 非常勤講師 松浦 良行

備　考
（履修条件）

○

　　　　　　〔注〕  １.研究指導Ｂは、研究者養成コースのみの授業科目です。
　　　　　　　　　　２.「*」のある授業担当者は、担当年度に限りがあります。（予定含む）
　　　　　　　　　　３.特設科目の「所得税法特論」「法人税法特論」「消費税法特殊講義特論」
 　　　　　　　　　　　「会計監査論特論」、「法学特殊講義特論」は、経済学専修コースのみの授業科目です。

経
済
政
策

単位

○

○

統
計
学

理
論
経
済
学

研究
指導

基
礎
科
目

部門 授　業　科　目 授　業　担　当　者

経
済
史

≪研究者養成コース・経済学専修コース≫

　下表は、2026年度に開講されている授業科目です。2027年度については、授業担当者の変更等が生じる可能性がありますので、
出願前にお問い合わせください。

経
営
学

財
政
学
・
金
融
論

経経済済学学研研究究科科経経済済学学専専攻攻博博士士課課程程 〔〔前前期期課課程程〕〕 授授業業科科目目
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履修 開講

区分 区分

備　考
（履修条件）

単位
研究
指導

部門 授　業　科　目 授　業　担　当　者

開発経済論特論Ⅰ 2 前 教授 平本 賢了

開発経済論特論Ⅱ 2 後 教授 平本 賢了

地域研究特論Ⅰ 2 2026年度 開講せず

地域研究特論Ⅱ 2 2026年度 開講せず

国際経済交流論特論Ⅰ 2 前 教授 楊 義申

国際経済交流論特論Ⅱ 2 後 教授 楊 義申

環境・資源情報論特論Ⅰ 2 前 教授 田中 章司郎*

環境・資源情報論特論Ⅱ 2 後 教授 田中 章司郎*

教授 堀江 真由美

教授 得津 康義

教授 小笠原 礼以

教授 竹林 栄治

教授 野北 晴子

教授 細井 謙一

教授 広田 堅志

教授 一橋 信之

教授 重本 洋一

教授 瀬戸 正則

教授 松川 佳洋

教授 丹羽 啓一

教授 平本 賢了

教授 楊 義申

准教授 石野 亜耶

教授 堀江 真由美

教授 得津 康義

教授 小笠原 礼以

教授 竹林 栄治

教授 野北 晴子

教授 細井 謙一

教授 広田 堅志

教授 一橋 信之

教授 重本 洋一

教授 瀬戸 正則

教授 松川 佳洋

教授 丹羽 啓一

教授 平本 賢了

教授 楊 義申

准教授 福田 正太郎*

准教授 石野 亜耶

教授 堀江 真由美

教授 得津 康義

教授 小笠原 礼以

教授 竹林 栄治

教授 野北 晴子

教授 細井 謙一

教授 広田 堅志

教授 一橋 信之

教授 重本 洋一

教授 瀬戸 正則

教授 松川 佳洋

教授 丹羽 啓一

教授 平本 賢了

教授 楊 義申

教授 田中 章司郎*

准教授 福田 正太郎*

准教授 石野 亜耶

経済学特殊講義特論 2

所得税法特論 4 通年 准教授 福田 正太郎*

法人税法特論 4 通年 准教授 福田 正太郎*

消費税法特殊講義特論 2 前 非常勤講師 鈴木 貴大

会計監査論特論 4 通年

法学特殊講義特論 2 前 非常勤講師 尾山 慎太郎

社会認識教育学特論Ａ 2 前 教授 胤森 裕暢

社会認識教育学特論Ｂ 2 後 教授 胤森 裕暢

○

特
設
科
目

※修了要件単位に含まない

※修了要件単位に含まない

2026年度 開講せず

2026年度 開講せず

研 究 指 導  ＡⅠ

地
域
研
究

研
究
指
導

通年◎4

◎

○

4研 究 指 導 ＡⅡ

通年◎4研 究 指 導 Ｂ

通年
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部門 授　業　科　目 単位 履修 開講
研究
指導

備考
（履修条件）

理論経済学特殊研究Ⅰ 2 2026年度 開講せず

理論経済学特殊研究Ⅱ 2 2026年度 開講せず

計量経済学特殊研究 2 後 教授 得津 康義 ○

数理経済学特殊研究 2 2026年度 開講せず

国際経済学特殊研究 2 2026年度 開講せず

経済学史特殊研究 2 2026年度 開講せず

西洋経済史特殊研究 2 2026年度 開講せず

日本経済史特殊研究 2 2026年度 開講せず

経済政策論特殊研究 2 後 教授 野北 晴子 ○

商業経済論特殊研究 2 前 教授 細井 謙一 ○

中国貿易論特殊研究 2 前 教授 広田 堅志 ○

労働経済学特殊研究 2 2026年度 開講せず

財政学特殊研究 2 2026年度 開講せず

金融論特殊研究 2 前 非常勤講師 西脇 廣治

国際金融論特殊研究 2 2026年度 開講せず

ファイナンス特殊研究 2 前 教授 重本 洋一 ○

統計学 経済統計学特殊研究 2 2026年度 開講せず

経営管理論特殊研究 2 2026年度 開講せず

人的資源論特殊研究 2 前 教授 瀬戸 正則 ○

経営科学特殊研究 2 前 教授 丹羽 啓一 ○

経営情報論特殊研究 2 2026年度 開講せず

地域研究特殊研究 2 前 教授 平本 賢了

国際経済交流論特殊研究 2 後 教授 楊 義申

Special Studies on Environment
and Resource Informatics

2 後 教授 田中 章司郎* 英語による授業科目

教授 得津 康義

教授 野北 晴子

教授 細井 謙一

教授 広田 堅志

教授 重本 洋一

教授 瀬戸 正則

教授 丹羽 啓一

通年◎24
研究指導
Research Guidance

研
究
指
導

経
済
政
策

財
政
学
・

金
融
論

経
営
学

地
域
研
究

授　業　担　当　者

経済史

≪研究者養成コース≫

　下表は、2026年度に開講されている授業科目です。2027年度については、授業担当者の変更等が生じる可能性がありますので、
出願前にお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　  〔注〕 １．「*」のある授業担当者は、担当年度に限りがあります。（予定含む）

理
論
経
済
学

経経済済学学研研究究科科経経済済学学専専攻攻博博士士課課程程 〔〔後後期期課課程程〕〕 授授業業科科目目
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授業科目の概要及び担当教員

博士課程前期課程           ※2027年度開講科目については11月頃に確認してください。

＊印の科目は研究指導があります。

科目名 担当教員 授業科目の概要

ミクロ経済学 教授

博士（経済学）

堀江 真由美

本講は、ミクロ経済学の基礎的な知識と手法を身につけ、ミクロ

経済学の考え方や手法を用いた記事、論説、論文等を読んで理解で

きるようになり、将来的にはミクロ経済学の考え方やアイデアを研

究に取り入れられるようになることを目標としています。

大学院で身につけておきたいミクロ経済学の内容を中心に、経済

学部で学ぶ内容から始めて大学院で学んでおきたい内容まで段階的

に解説していきます。講義は、受講者がテキストの内容や練習問題

を説明し、解説する形式で進めていきます。途中、必要に応じて、初

歩的な数学の解説、問題演習等を行います。進捗状況に合わせて、練

習問題を課題として解き、提出してもらうことがあります。尚、受講

生の到達目標と理解度に合わせて、テキストや授業内容を一部変更

する等の対応を考えています。

マクロ経済学 非常勤講師
（県立広島大学地域

創生学部教授）

博士（経済学）

山根 智沙子

本講義では、マクロ経済学の概念や基本的な理論、数学について

体系的に解説していきます。さらに、短期モデルと長期均衡モデル

の違い、金融政策や財政政策が効果を発揮するメカニズムについて

解説します。

データ分析入門 教授

博士（経済学）

得津 康義

本講義では、観察されたデータをどのように処理し、出てきた結

果についていかに解釈するかを学ぶ。そのための統計手法やその背

後にある確率について講義をする。また、実際にデータの処理を行

うために Excel や R と言ったソフトウェアの使い方を講義し、受講

生にはそれらのソフトウェアを使った実習をしてもらう。本講義の

目的は、意思決定におけるデータの活用方法を習得することである。

外書購読（英語） 教授

小笠原 礼以

本年度は、J.M.ケインズ『雇用・利子および貨幣の一般理論』

（J.M.Keynes, The general Theory of Employment, Interest, and 
Money , MacMillan, 1936）をテキストとして使用する。世界恐慌の

余波が残る1930年代戦間期において世界経済が瓦解する中で出版さ

れた本書は、混迷する現代のグローバル経済に多くの示唆を与えて

くれる。講義では特に第 12 章「長期期待の状態」を取り上げる。同

章においてケインズは、「私自身としては、現在、利子率に影響を及

ぼそうとする単なる貨幣政策が成功するかどうかについていささか

疑いをもっている。私は、資本財の限界効率を長期的な観点から、一

般的、社会的利益を基礎にして計算することのできる国家が、投資

を直接に組織するために今後ますます大きな責任を負うようになる

ことを期待している。」（塩野谷祐一訳 東洋経済新報社）と主張し

た。本講義を通じて、今日的観点からケインズの抱いた問題意識を

皆さんと議論したい。

理論経済学特論 I* 教授

博士（経済学）

堀江 真由美

現在、ミクロ・マクロ経済学、実験・行動経済学など、幅広い研究

分野において、理論モデルを用いた分析手法を理解することが必須

となっています。本特論では、理論経済学のミクロ経済学分野から、

ゲーム理論をベースとしたミクロ経済学理論、意思決定理論に関わ

る基礎知識を習得し、関連分野の文献で用いられる手法を身につけ

理解を深めていきます。そのため、本特論では、受講者と一緒にテキ

ストを輪読しながら、数理モデルを組み立てて解くトレーニングを

します。
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科目名 担当教員 授業科目の概要 

理論経済学特論 II 

 

非常勤講師 
（県立広島大学地域

創生学部教授） 

博士（経済学） 

 

山根 智沙子 

 本講義は、マクロ経済学に関する論文を読む際に必要となる基礎

知識、および修士論文を執筆するために必要な分析手法について解

説していきます。具体的には、経済成長に関する理論モデル（ソロ

ー・モデル、世代重複モデル、内生的成長理論など）の枠組みを解説

するとともに、経済成長に関する実証分析手法について解説します。 

計量経済学特論* 教授 

博士（経済学） 

 

得津 康義 

 本講義では、計量経済学の基礎となる回帰分析と実証分析をする

際に必要となる様々な問題を学ぶ。この講義の目的は、受講生が実

証分析をするときに必要な方法を習得することである。本講義で扱

うトピックは以下のとおりである。 

●ダミー変数とトレンド変数  ●F 検定と構造変化の検定 

●不均一分散         ●かく乱項の系列相関 

●説明変数とかく乱項の相関 

国際経済学特論* 教授 

 

小笠原 礼以 

本講義では、国家間のマクロ経済的相互依存関係を理解するため

に不可欠である開放マクロ経済学の基礎について学びます。開放マ

クロ経済学のフレームワークを用いながら、先進諸国における大規

模金融緩和やその「出口戦略」の影響など、いくつかの国際経済に関

する今日的課題について考えます。 

経済学史特論 I・II 非常勤講師 
（尾道市立大学経済

情報学部教授） 

博士（経済学）  

 

林 直樹 

この授業では現代経済学の形成過程を学びます。ジョン・メイナ

ード・ケインズはかつて、現在のことしか知らないことと、過去のこ

としか知らないことの、どちらが人をより頑固にするかは分からな

いと述べましたが、現在をさらに深く見据え、もっともな将来展望

を得るためには、繰り返し原点に立ち返って、自らの立ち位置を確

認する必要があるでしょう。その知的作業の一環として、経済学史

は大いに役立つと考えています。 

西洋経済史特論 I・II* 教授 

 

竹林 栄治 

西洋経済史特論Ⅰ 

西洋経済史特論Ⅰでは中世・近世のヨーロッパを取り上げます。

この時代の経済社会の特徴を、経済・分業・市場・貨幣・信用等の経

済学の基本的概念や人文社会科学分野の基本的概念を援用して、理

解します。特に経済発展に大きな影響を与えたと思われる社会装置

（国家や制度）の重要性を考えます。 

 

西洋経済史特論Ⅱ 

西洋経済史特論Ⅱでは近代・現代のヨーロッパを取り上げます。

この時代の経済社会の特徴を、経済・分業・市場・貨幣・信用等の経

済学の基本的概念や人文社会科学分野の基本的概念を援用して、理

解します。特に生産工程の機械化によって供給不足を根本的に解消

した産業革命の経済的・社会的影響を考えます。 

経済政策論特論Ⅰ・Ⅱ* 教授 

 

野北 晴子 

 家計は効用最大化のもとで、市場を通して経済活動を行い、企業

も利潤最大化のもとで、市場を通して経済活動を行う。経済政策論

とは、そのような経済主体が活動する経済システムが、よりよく機

能するためにはどうすればよいかという問題を研究する。市場の機

能を監視して、効率性を図ること、そしてマクロ経済の安定化と経

済の成長のために、どのように財政政策と金融政策を駆使すればよ

いかを考える。 

商業経済論特論* 教授 

 

細井 謙一 

 本講義では、商業、マーケティング、および流通システムに関する

理論と現実を学ぶ。特に、今日的なマーケティングに焦点を絞り、基

本的な文献を読み、事例について議論する。 
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科目名 担当教員 授業科目の概要 

国際貿易論特論 I・II* 教授 

博士（経済学） 

 

広田 堅志 

 本講義では、現在的政策課題への適用を考えながら国際貿易理論

の発展について紹介する。（Ⅰ）では、国境を越えた商品やサービス

の流れ、すなわち国際貿易を決定する要因を理解するための基本的

なツールについて解説・討論を行う。特に以下の三つの重要なトピ

ックを中心に講義を進める。 

1） 伝統的国際貿易理論の展開を検討したうえで、産業内貿易

理論について考察する。 

2） 経済のグローバリゼーションにおける生産工程の国際分業

と技術選択の多様性について考察する。 

3） 付加価値貿易：国際貿易理論の新潮流と進化し続ける国際

貿易の捉え方。 

（Ⅱ）では、国際貿易に関する最近の研究（理論研究と実証研究）を

中心に、注目を集める学術論文の輪読、解説、討論を行う。 

労働経済学特論 非常勤講師 
（広島修道大学経済

科学部教授） 

博士（経済学） 

 

岡村 和明 

 労働経済学のテーマは人々が幸せに働くことのできる社会を設計

することにあります。この特論では、働く人々および企業の労働市

場におけるミクロ経済行動およびそのマクロ経済学的帰結を分析す

るための経済理論について議論します。 

財政学特論 教授（税理士） 

 

一橋 信之 

 成熟した混合経済体制において、政府の政策、とくに租税政策が

いかに市場経済原理を補完、阻害あるいは変革するかを経済学の手

法で研究します。本講義では、財政学の理論研究と行政データによ

る実証分析を行います。 

金融論特論 非常勤講師 
（広島経済大学名誉

教授） 

博士（経済学） 

 

西脇 廣治 

 本授業では、高度成長期以降の我が国の金融システムについて取

り上げる。我が国の金融システムはこれまで銀行中心の金融システ

ムであったが、部分的に金融の証券化が進んでいる。本授業では、金

融仲介システム、決済システム、証券取引システムなど金融システ

ムの基本的枠組みを考察する。 

ファイナンス特論* 教授 

博士（経済学） 

 

重本 洋一 

 本講義では、基礎的な現代ファイナンス理論の概要を解説する。

ファイナンスは、「コーポレートファイナンス」と「インベストメン

ト」の２つの分野から構成されている。本講義は、現代ファイナンス

理論の理解に基づいて、この両分野を分析できるようになることを

目標とする。 

租税制度論特論* 教授（税理士） 

 

一橋 信之 

 租税制度は法律の形式をとっている。したがって、それはまず法

学の観点から考察しなければならない。一方、租税制度は経済政策

の手段として機能していることから、制度の理解のためには経済学

的分析が必要である。本講義はこの２つの立場から学際的に租税制

度を研究することにより、学生に租税制度論の包括的かつ実務的な

能力を与えるものである。 

講義の前半では、法学の立場からわが国の租税制度を論じ、後半

では、租税法のビジネスへの影響を考察する。 

統計情報論特論 教授 

博士（経済学） 

 

得津 康義 

 本講義では、データ分析に必要な統計学の理論的側面を講義する。

確率から始まり、確率分布、パラメーターの推定、仮説検定につい

て、順を追って講義する。また、統計ソフトの「R」を利用したシミ

ュレーションを行うことで、上記の内容をより深く理解できること

を目指す。本講義の目的は、問題解決力の選択肢をも広げ、論理的な

意思決定ができるようになることである。 

経営管理論特論 教授 

博士（マネジメント） 

 

瀬戸 正則 

本講義は、現代の経営組織における経営管理が抱える諸課題の理

解を目的とする。 

具体的には、経営管理に関する代表的な研究を採り上げ、それら

の視点を用いて経営事例がいかに分析できるのかを考察し、理論的

および実践的な観点から理解を深める。 

そこで、経営管理に関する報告資料の作成やディスカッションを

通じ、本講義の所期の目的達成を図る。 
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科目名 担当教員 授業科目の概要 

人的資源論特論* 教授 

博士（マネジメント） 

 

瀬戸 正則 

 本講義は、経営組織における人的資源管理が抱える諸課題の理解

を目的とする。 

具体的には、人的資源に関する代表的研究内容を採りあげ、それ

らの視点を用いて経営事例がいかに分析できるかを考察し、理論的

および実践的な観点から理解を深める。 

そこで、人的資源管理に関する報告資料の作成やディスカッショ

ンを通じ、本講義の所期の目的達成を図る。 

国際経営論特論* 教授 

博士（経営学） 

 

松川 佳洋 

 本講義では、国際経営に関する理論と現実を学ぶ。特に、日本企業

が直面する今日的な課題に焦点を絞り、基本的な日本語と英語の文

献を読み、事例について議論する。国際経営論に関するレポートの

作成やディスカッションを通じ、理解を深めることを目標とする。 

経営情報論特論* 准教授 

博士（情報科学） 

 

石野 亜耶 

 本講義では、テキストデータを解析するためのテキストアナリテ

ィクス（テキストマイニング）の手法と Python での実装方法を学び

ます。さらに、経営分野の実データを対象にテキストアナリティク

スを実践し、分析結果を発表します。 

経営科学特論* 教授 

博士（工学） 

 

丹羽 啓一 

 本講義では、経営科学で扱われている分野の中から数理計画法に

焦点をあて、定式化ならびに解法について解説する。具体的には、線

形計画問題、整数計画問題、非線形計画問題のそれぞれの特徴につ

いて説明し、問題ごとに適用できる厳密解法、発見的方策、確率的探

索アルゴリズムについて述べる。 

財務会計論特論 非常勤講師 
（山口大学大学院技術

経営研究科教授） 

 

松浦 良行 

 本講義では、代表的な企業評価モデルの一つである残余利益モデ

ルをベースとして、企業評価という観点から見た各種財務数値及び

財務比率の理論的関係性と実践的な活用法について理解する。まず、

テキストをベースとした講義によって、残余利益モデルの会計理論

における位置づけと、代替的評価モデルとの比較検討を行う。次に、

残余利益モデルを分解することで、各種財務数値や財務比率の企業

評価における意味合いについて理解する。実際の企業を事例として

残余利益モデルに基づく企業評価の実践的有用性について検討す

る。 

開発経済論特論 I・II* 教授 

 

成本 賢了 

 アジア発展途上国の経済開発に視点をおき、経済開発に関する理

論の概説を講義し、また実態分析を行う。 

（研究指導） 

経済開発に関する問題を主要テーマとするが、受講生と相談の上、

修士論文作成にそって指導する。 

国際経済交流論特論 

I・II* 

教授 

 

博士（経済学） 

楊 義申 

 本講義では国際経済学の基礎知識を踏まえ、地域統合（ASEAN 共同

体や EU 拡大など）、FTA による世界経済構造の再編、持続可能な経済

発展、先進国と新興国の経済摩擦などの諸問題を取り上げるととも

に、国際経済交流の拡大と地域経済のグローバル化に伴って一国・

一地域に与えた影響を分析し、国際経済交流の必要性について議論

します。具体的な例として中国を取り上げて検証します。 

環境・資源情報論特論 

I・II 

教授 

博士（学術） 

 

田中 章司郎 

 環境を変化させている最大の要因の一つは、ヒトです。ヒトの活

動と環境の変化との関係は二酸化炭素濃度に限りません。経済指標、

日々の株価、アメダス、さらには人工衛星データなど膨大な情報が

時々刻々と集積されています。この講義では、これらのビッグデー

タを用いて、ヒトと環境・資源の関係を、情報技術を用いて探りま

す。 

所得税法特論 准教授（税理士） 

 

福田 正太郎 

 法律学の角度から、現行の日本の所得税の制度の基本的な部分に

ついて、その客観的な姿を理解することを目標としている。また、裁

判例・裁決例等により、実際の課税事例を検討することで、実務上の

対応能力を身につけることを目指す。 
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科目名 担当教員 授業科目の概要 

法人税法特論 准教授（税理士） 

 

福田 正太郎 

 法人税法には、その表面的な複雑さとは別に、基本的な考え方と

いうものが底流となって貫かれている。これを理解することができ

れば、その時から「法人税法は案外やさしい」ということになる。し

たがって、その背後にある基本的な考え方や経緯を理解するための

正しい知識と情報を提供し、一緒に考える場を提供することを目標

とする。 

消費税法特殊講義特論 非常勤講師 

（税理士） 

 

鈴木 貴大 

消費税は、モノやサービスの消費に対して課される税です。消費者

が負担した税を、事業者が所定の計算を経て納付する「間接税」の仕

組みをとっています。本講義では、この消費税の独特な課税の仕組

みについて、条文や通達を丁寧に読み解きながら、制度の理解を深

めます。 

法学特殊講義特論 非常勤講師 

（弁護士） 

 

尾山 慎太郎 

 実務で目にすることとなる各種契約書や登記などを通して、関連

する法律条文や判例を検討し、実務で必要となる法的知識の基礎を

学ぶ。合わせて、家族法、相続法、会社法の基礎を学ぶ。 

社会認識教育学特論 

A・B 

教授 

博士（教育学） 

 

胤森 裕暢 

 本授業では公民科教育と地理歴史科教育について、社会認識教育

学の諸理論により理解を深めていきます。 

また、実践（公民科や地理歴史科、社会科の授業および指導計画）

について、教師との議論や文献の吟味を行います。 

こうした理論と実践の往還を通して、公民科や地理歴史科の教師

としての授業構成能力を高めていきます。 
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博士課程後期課程            ※2027年度開港科目については11月頃に確認してください。 

＊印の科目は研究指導があります。 

科目名 担当教員 授業科目の概要 

計量経済学特殊研究* 教授 

博士（経済学） 

 

得津 康義 

 本講義では、計量経済学の先端的な分析手法とその応用例を講義

し、学生の研究テーマに即した実証分析を演習形式を交えつつ指導

します。 

経済政策論特殊研究* 教授 

 

野北 晴子 

 本講義では、大きな転換点となった日本のバブル崩壊以降の経済

政策に焦点を当て、マクロ経済学的視点に基づいて分析を行う。そ

して財政政策、金融政策の効果について議論するためには、同時に

国際経済学的な視点が必要である。そのことによって、現在の日本

経済における構造的問題の原因を明らかにし、必要な政策について

考察を行うことが可能となる。 

商業経済論特殊研究* 教授 

 

細井 謙一 

 本講義では、商業、マーケティング、および流通システムに関する

理論と現実を学ぶ。特に、受講者の学位論文と関係のあるトピック

に焦点を絞って、学術雑誌の論文を読み、事例について議論する。 

中国貿易論特殊研究* 教授 

博士（経済学） 

 

広田 堅志 

 このコースでは、まず 1949〜78 年までの計画経済体制にもとづく

中国の貿易システムを概観する。次に、改革・開放政策を実施以来の

中国の貿易発展戦略と貿易政策改革について、包括的なレビューと

評価を行う。最後に、絶えず変化する世界の経済環境の中で中国が

対処しなければならないであろう課題も含めて、今後の貿易発展政

策戦略について分析を試みる。 

金融論特殊研究 非常勤講師 
（広島経済大学名誉

教授） 

博士（経済学） 

 

西脇 廣治 

 近年、わが国の金融規制システムは競争制限的な規制から健全性

規制に移行してきた。本授業では、新しい金融規制、金融イノベーシ

ョンについて検討する。 

ファイナンス特殊研究* 教授 

博士（経済学） 

 

重本 洋一 

 本講義では、高度な現代ファイナンス理論の概要を解説する。本

講義の目標は、高度な現代ファイナンス理論の理解に基づいて、コ

ーポレートファイナンス（企業金融）を分析できるようになること

である。 

人的資源論特殊研究* 教授 

博士（マネジメント） 

 

瀬戸 正則 

 本講義のテーマは「理念・戦略に基づく人的資源管理」である。と

りわけ、戦略の実行・創造プロセスにおいて組織メンバーはいかに

協働し、人的資源管理はいかに成員と組織に関わっていくべきかと

いった視点から、ゴーイング・コンサーンにおいて人的資源管理が

果たす機能・役割について考察する。 

経営科学特殊研究 教授 

博士（工学） 

 

丹羽 啓一 

本講義では、数理計画問題に適用されている AI (人工知能) によ

る解法について解説する。具体的には、整数計画問題や非線形計画

問題を解くために用いられている群知能や進化計算手法について理

論的に学ぶとともにプログラミングによって実装し、簡単な数値実

験を行うことで手法の有効性について検証する。 

地域研究特殊研究 教授 

 

平本 賢了 

地域開発は、インクルーシブな成長の達成とその持続がきわめて

重要となる。本授業では、開発途上国及び新興国における政府の地

域開発政策に焦点を当て、同政策の役割と成果及び課題について検

討を行う。地域開発事例としてインドネシアを取り上げる。 

国際経済交流論特殊研

究 

教授 

博士（経済学） 

 

楊 義申 

自由競争市場を重視すべきか、それとも計画統制国家を重視すべ

きか、または市場主導による経済交流、統合を推進すべきか、国家主

導による経済交流、統合を推進すべきか、これは今のグローバル経

済において、非常に注目されています。事例として中国・アメリカの

経済交流と経済戦争を取り上げ、市場と国家の関係を分析するとと

もに、米中両国の国際経済戦略を検討し、世界各国の経済摩擦、持続

可能かつグローバルな経済発展などの分野において、国際経済交流

の重要性を理解することを目指します。 
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科目名 担当教員 授業科目の概要 

Special Studies on 

Environment and 

Resource Informatics 

教授 

博士（学術） 

 

田中 章司郎 

 To understand human aspects of environmental change and 

sustainable economic development increasingly requires 

interdisciplinary understanding and assessment of the 

interactions between human and environmental systems. This 

course tries to dissolve the causality by identifying the 

factors one-by-one with shape of mathematical functions, and 

to bring the true mechanism of the phenomena to light. The 

algorithmic performance improvement shall also be a research 

topic. 

 

産業連関分析やネットワーク分析は、予め何らかの関連を明示的に

定義する必要があるのに対して、ヒトの経済活動と環境・資源との

相互依存性については、明示的に事前に要因を特定することは困難

です。この特殊研究では、人工衛星データなどで測定された環境変

化の要因を、分野横断的に実データを解析することにより、一つ一

つ関数として特定してそのメカニズムを推定していきます。また、

その際の計算を高速化するアルゴリズムも研究の対象となります。 

 

※This course proceeds in English. 

（本授業は英語により行われる） 
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入学試験要項 

 

一般選抜（前期課程） 

一般選抜（後期課程） 

社会人特別選抜（前期課程） 
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2027 年度 一般選抜（前期課程・後期課程）入学試験要項

１  募集人員

２  入学試験日程

３  入学試験科目

研究科／専攻 課  程  ／  コース 募  集  人  員

経済学研究科

経済学専攻

博士課程前期課程（修士）
研究者養成コース ※※11 １０名

（外国人留学生、国外受験者、

外国人留学生指定校推薦を含む。）経済学専修コース

博士課程後期課程（博士） 研究者養成コース ※※11
３名

（外国人留学生、国外受験者を

含む。）

    ※※11 研究者養成コースはⅡ期のみ実施します。

区分 課 程 コース 出 願 期 間 試 験 日 合格発表日 手続締切日

Ⅰ  

期

博士課程

前期課程
経済学専修コース

2026年

7月1日(水)

～7月15日(水)

締切日消印有効

2026年

9月1日(火)

9月2日(水)

2026年

9月10日(木)

午前10時

2026年

10月16日(金)

Ⅱ    

期

博士課程

前期課程

研究者養成コース

経済学専修コース 2027年

1月4日(月)

～1月15日(金)

締切日消印有効

2027年

2月24日(水)

2月25日(木) 2027年

3月4日(木)

午前10時

2027年

3月24日(水)
博士課程

後期課程
研究者養成コース

2027年

2月24日(水)

課程 コース 試   験   科   目

博
士
課
程   

前
期
課
程

研究者養成コース

（Ⅱ期のみ実施）

1.書 類 選 考     （調査書等）

2.筆 答 試 験       

外国語科目＝英語 ※※22 (1)辞書の持ち込みを認める。（電子辞書も可）

(2)外国人留学生は日本語。（辞書持ち込み不可）

  専 門 科 目     ＝下表の７部門から出願の際登録した２部門を選択し受験する。

3.口 述 試 験     （30分程度）＝提出書類に記載されている内容を中心に質問する。

経済学専修コース

1.書 類 選 考     （調査書等）

2.筆 答 試 験     

外国語科目＝英語 ※※22 (1)辞書の持ち込みを認める。（電子辞書も可）

(2)外国人留学生は日本語。（辞書持ち込み不可）

  専 門 科 目     ＝下表の７部門から出願の際登録した１部門を選択し受験する。

3.口 述 試 験     （30分程度）＝提出書類に記載されている内容を中心に質問する。

部                     門

理論経済学部門、経済史部門、経済政策部門、財政学・金融論部門、統計学部門、経営学部門、

地域研究部門  の７部門
※※22 「外国語科目＝英語」の受験については、TOEFL iBT 72 点以上、TOEIC テスト公式認定証または

IPテストのL&Rが 785点以上の場合、免除することができます。TOEIC-IP テストについては、

広島経済大学において実施したものに限ります。
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４  入学試験時間割

課程 コース 試   験   科   目

博
士
課
程

後
期
課
程

研究者養成コース

1.書 類 選 考     （調査書等）

2.筆 答 試 験     

英語 ※※33（日本人）(1)辞書の持ち込みを認める。（電子辞書も可）

(2)外国人留学生は日本語。（辞書持ち込み不可）

英語 ※※33（日本人・外国人留学生共通）

(3)辞書の持ち込みを認める。（電子辞書も可）

3.口 述 試 験     ＝修士論文、研究計画書に記載されている内容を中心に

質問する。
※※33 「英語」の受験については、TOEFL iBT 95点以上、TOEICテスト公式認定証またはIPテストの

L&R が 945 点以上の場合、免除することができます。TOEIC-IPテストについては、広島経済大学に

おいて実施したものに限ります。

区分 課程／コース 試 験 日 試   験   科   目 時  間  割

Ⅰ

期

博士課程  前期課程

(経済学専修コース)

22002266年年 

99月月11日日((火火)) 

筆答試験
外国語科目 10:00～11:30

専 門 科 目     12:30～14:30

口 述 試 験

（受験者多数の場合のみ実施）
15:00～

22002266年年 

99月月22日日((水水)) 
口 述 試 験 10:00～

Ⅱ 
 

期

博士課程  前期課程

研究者養成コース

経済学専修コース

22002277年年 

22月月2244日日((水水)) 

筆答試験

外国語科目 10:00～11:30

専門

科目

研究者養成コース 12:30～15:30

経済学専修コース 12:30～14:30

口 述 試 験

（受験者多数の場合のみ実施）
15:30～

22002277年年 

22月月2255日日((木木)) 
口 述 試 験 10:00～

博士課程  後期課程

(研究者養成コース)

22002277年年 

22月月2244日日((水水)) 

筆答試験
英語（日本人） 10:00～11:30

英語（日本人・外国人留学生共通） 12:30～14:00

口 述 試 験 14:50～

  【受験上の注意】

①入試当日は、午前９時４５分までに入試広報センター（本館２階）に集合してください。

②受験票は必ず持参してください。（忘れた場合は、当日入試広報センターへ申し出てください。）

③試験開始後３０分を経過すると受験できません。

④不正行為をした者には退場を命じ、全科目を無効とします。

⑤本学の売店（セブンイレブン）で軽食を販売しています。

⑥入試当日は、駐車場を利用することができませんので、公共交通機関や本学のスクールバス

（ＪＲ可部線下祇園駅西口の近くから運行）を利用してください。祇
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６  出願資格

５  入学試験会場

区 分 試         験         場

Ⅰ  期 広島市安佐南区祇園五丁目３７番１号

広島経済大学Ⅱ  期

次の各号のいずれか一つの基準に該当する者。

  １１．．博博士士課課程程 前前期期課課程程 

(1)学校教育法第83条に定める大学を卒業した者、又は2027年3月までに卒業見込みの者。 

(2)独立行政法人大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者、又は2027年3月ま

でに授与される見込みの者。

(3)外国において、学校教育における16年の課程を修了した者、又は2027年3月までに修了見込みの

者。

(4)外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学

校教育における16年の課程を修了した者、又は2027年3月までに修了見込みの者。

(5)我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修

了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けら

れた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者、又は2027年

3月までに修了見込みの者。

(6)外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府

又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大

臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が3年以上である課程を修了すること（当

該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を

修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって学校教育法

施行規則第155条第1項第4号の規定により指定を受けたものにおいて課程を修了することを含

む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者、又は2027年3月までに授与される見

込みの者。

(7)専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であること、その他の文部科学大臣が定める基準を満

たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了し

た者、又は2027年3月までに修了見込みの者。

(8)文部科学大臣の指定した者。（昭和28年文部省告示第５号）

(9)学校教育法第102条第２項の規定により他の大学院に入学した者であって、当該者をその後に入

学させる本大学院において、大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたも

の。

(10)本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた者で、22歳に達した者、及び2027年3月31日までに22歳に達するもの。

●上記出願資格の(9) (10)に該当する場合は、出願に先立ち事前資格審査が必要となりますので、事

前に必ず入試広報センターへお問い合わせください。審査に必要な書類等を送付します。

なお、事前審査に必要書類の提出期限は、Ⅰ期は6月19日（金）、Ⅱ期は11月20日（金）です。

祇
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７  出願手続

  ２２．．博博士士課課程程 後後期期課課程程 

(1)修士の学位を有する者、又は2027年3月までに取得見込みの者。 

(2)専門職大学院の課程を修了し、文部科学大臣の定める学位を有する者、又は2027年3月までに取得

見込みの者。

(3)外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者、又は2027年3月までに

授与される見込みの者。

(4)外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専門職学

位に相当する学位を授与された者、又は2027年3月までに授与される見込みの者。

(5)我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位

又は専門職学位に相当する学位を授与された者、又は2027年3月までに授与される見込みの者。

(6)国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法

律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基づき設立された国際連

合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者、又は2027年3月までに授与さ

れる見込みの者。

(7)外国の学校、学校教育法施行規則第156条第3号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育

課程を履修し、大学院設置基準第16条の2に規定する試験及び審査に相当するものに合格し、修士

の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者、又は2027年3月までに認められる見込

みの者。

(8)文部科学大臣の指定した者。（平成元年文部省告示第118号）

(9)本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以

上の学力があると認めた者で、24歳に達した者、及び2027年3月31日までに24歳に達するもの。

●上記出願資格の(9)に該当する場合は、出願に先立ち事前資格審査が必要となりますので、事前に必

ず入試広報センターへお問い合わせください。審査に必要な書類等を送付します。

なお、事前審査に必要書類の提出期限は、11月20日（金）です。

【留意事項】

     (1)前期課程Ⅰ期の経済学専修コースに合格した者も、前期課程Ⅱ期の研究者養成コースを受験する

ことができます。

・前期課程Ⅱ期の研究者養成コースに合格した場合、Ⅰ期合格時の納入金は、研究者養成コース

の納付金に充当することができます。

・研究者養成コースの試験が不合格の場合、Ⅰ期の合格は取り消しません。

     (2)前期課程研究者養成コースに入学した者は、前期課程に配当された単位（学位〔修士〕論文を含

む）を修得後、無試験で後期課程に進学することができます。

出願はすべて郵送によるものとし、本学の窓口では受け付けません。

出             願             先

広島経済大学  入試広報センター
〒731－0192 広島市安佐南区祇園五丁目３７番１号

   ★入試に関するお問合せ先 082-871-1313（直通）受付時間 8：45～17：30（土・日・祝祭日は休業）

注）一度受け付けた提出書類及び入学検定料は一切返還しません。  

祇
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８８  提提出出書書類類 

 

１１．．博博士士課課程程 前前期期課課程程 

 

□□入入学学願願書書…………本本学学所所定定ののもものの 

・必ず本人が記入してください。

・願書裏面の記入上の注意をよく読み、Ｐ38の記入例を参考にし、正確に記入してください。

□□調調査査書書…………本本学学所所定定ののもものの 

  ・最終出身学校が発行し、厳封されたものを提出してください。

  （本学学生及び卒業生は、事前に学務センター教務課へ相談してください。）

□□成成績績証証明明書書 

・最終出身学校が発行し、厳封されたものを提出してください。 

□□ⒶⒶ整整理理票票、、ⒷⒷ受受験験票票…………本本学学所所定定ののもものの 

・入学検定料は、本学所定の振込用紙を使用し直接金融機関の窓口で振り込むか、ＡＴＭ・インタ

ーネットバンキングで振り込んでください。

  ①金融機関窓口で振り込む場合は、Ⓐ整理票、Ⓑ受験票、Ⓒ入学検定料領収書、Ⓓ振込依頼票

に必要事項を記入した上で、金融機関の窓口に入学検定料とともに持参し、Ⓒ・Ⓓ票に「取扱

銀行収納印」を押印してもらい、Ⓒ票を切り取ってⒶ・Ⓑ票のみ提出してください。Ⓒ票は本

人が保管してください。

②ＡＴＭ・インターネットバンキングで振り込む場合は、Ⓓ振込依頼票に記載してある「整理番

号」と「志願者名」を必ず入力してください。利用する金融機関の諸条件により、振込手数

料が必要となる場合があります。Ⓒ・Ⓓ票は切り取って、Ⓐ・Ⓑ票に必要事項を記入し提出

してください。

・最近３か月以内に撮影した鮮明な写真（縦4cm×横3cm、上半身、正面脱帽、無背景のもので、写

真の裏に課程種別、氏名を記入）をⒶ票の所定の位置に貼付してください。

  ・Ⓑ受験票の表に本人の住所、氏名を記入してください。

□□最最終終出出身身学学校校のの卒卒業業（（修修了了））証証明明書書又又はは卒卒業業（（修修了了））見見込込証証明明書書 

・最終出身学校が発行し、厳封されたものを提出してください。

・独立行政法人大学改革支援・学位授与機構において学位を授与された者は「学位授与証明書」、

学位を授与される見込みの者は「学位授与申請受理証明書」を提出してください。

□□研研究究計計画画書書…………本本学学所所定定ののもものの 

・研究計画を詳細に記入してください。 

□□在在職職証証明明書書 

・現在在職中の者のみ提出してください。

□□長長期期履履修修学学生生申申請請書書…………本本学学所所定定ののもものの 

・長期履修学生として修学を希望する者のみ提出してください。

長期履修学生制度については、Ｐ27でご確認ください。

□□ＴＴＯＯＥＥＩＩＣＣ等等ののススココアア…………写写しし 

・「外国語科目＝英語」の受験の免除を希望する者のみ提出してください。

ただし、スコアの有効期限は、出願締切日から起算し、過去２年以内のものに限ります。 

提出書類に虚偽の記載があった場合は、受験を取り消します。

  また、合格した後に虚偽の記載が判明した場合においても、入学資格を取り消します。
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２２．．博博士士課課程程  後後期期課課程程  

  

□□入入学学願願書書…………本本学学所所定定ののもものの  

・必ず本人が記入してください。 

・願書裏面の記入上の注意をよく読み、Ｐ39の記入例を参考にし、正確に記入してください。 

□□調調査査書書…………本本学学所所定定ののもものの  

・最終出身学校が発行し、厳封されたものを提出してください。 

  （本学学生及び卒業生は、事前に学務センター教務課へ相談してください。） 

□□成成績績証証明明書書  

・最終出身学校が発行し、厳封されたものを提出してください。 

□□ⒶⒶ整整理理票票、、ⒷⒷ受受験験票票…………本本学学所所定定ののもものの  

・入学検定料は、本学所定の振込用紙を使用し直接金融機関の窓口で振り込むか、ＡＴＭ・インタ

ーネットバンキングで振り込んでください。 

  ①金融機関窓口で振り込む場合は、Ⓐ整理票、Ⓑ受験票、Ⓒ入学検定料領収書、Ⓓ振込依頼票

に必要事項を記入した上で、金融機関の窓口に入学検定料とともに持参し、Ⓒ・Ⓓ票に「取扱

銀行収納印」を押印してもらい、Ⓒ票を切り取ってⒶ・Ⓑ票のみ提出してください。Ⓒ票は本

人が保管してください。 

②ＡＴＭ・インターネットバンキングで振り込む場合は、Ⓓ振込依頼票に記載してある「整理番

号」と「志願者名」を必ず入力してください。利用する金融機関の諸条件により、振込手数

料が必要となる場合があります。Ⓒ・Ⓓ票は切り取って、Ⓐ・Ⓑ票に必要事項を記入し提出

してください。 

・最近３か月以内に撮影した鮮明な写真（縦4cm×横3cm、上半身、正面脱帽、無背景のもので、写

真の裏に課程種別、氏名を記入）をⒶ票の所定の位置に貼付してください。 

・Ⓑ受験票の表に本人の住所、氏名を記入してください。 

□□博博士士課課程程前前期期課課程程のの修修了了証証明明書書又又はは修修了了見見込込証証明明書書  

・最終出身学校が発行し、厳封されたものを提出してください。 

□□学学位位〔〔修修士士〕〕論論文文※………写写しし  

・本学博士課程前期課程修了見込みの者については、提出済みの修士論文を代用します。 

□□学学位位〔〔修修士士〕〕論論文文のの要要旨旨をを記記載載ししたた書書類類※※…………本本学学所所定定のの調調査査書書にに記記載載 

□□副副論論文文※ 

・・博士課程前期課程の修了者においては、修士論文のほか研究成果を示す業績がある場合、これを

副論文として提出することができます。 

□□博博士士課課程程前前期期課課程程〔〔修修士士課課程程〕〕研研究究指指導導教教授授のの推推薦薦書書…………様様式式任任意意  

□□研研究究計計画画書書…………本本学学所所定定ののもものの  

・研究計画を詳細に記入してください。  

□□在在職職証証明明書書  

・現在在職中の者のみ提出してください。  

□□長長期期履履修修学学生生申申請請書書…………本本学学所所定定ののもものの  

・長期履修学生として修学を希望する者のみ提出してください。 

長期履修学生制度については、Ｐ27でご確認ください。 

□□ＴＴＯＯＥＥＩＩＣＣ等等ののススココアア…………写写しし  

・「英語」の受験の免除を希望する者のみ提出してください。 

ただし、スコアの有効期限は、出願締切日から起算し、過去２年以内のものに限ります。 
 

※大学院設置基準第１６条の２に規定する「博士論文研究基礎力審査」に合格し、修士号を得た者は、審査に

関する資料を提出してください。 

【例】当該審査の合格の基準 

 

提出書類に虚偽の記載があった場合には、受験を取り消します。 

また、合格した後に虚偽の記載が判明した場合においても、入学資格を取り消します。 
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2027 年度 社会人特別選抜（前期課程）入学試験要項

１  募集人員

２  入学試験日程

３  入学試験科目

４  入学試験時間割

研究科／専攻 課  程  ／  コース 募  集  人  員

経済学研究科経済学専攻 博士課程前期課程（修士） 経済学専修コース
若干名

（外国人留学生を含む。）

区分 課 程 コース 出 願 期 間 試 験 日 合格発表日 手続締切日

Ⅰ  

期

博士課程

前期課程
経済学専修コース

2026年

7月1日(水)

～7月15日(水)

締切日消印有効

2026年

9月2日(水)

2026年

9月10日(木)

午前10時

2026年

10月16日(金)

Ⅱ

期

博士課程

前期課程
経済学専修コース

2027年

1月4日(月)

～1月15日(金)

締切日消印有効

2027年

2月25日(木)

2027年

3月4日(木)

午前10時

2027年

3月24日(水)

課 程 コース 試   験   科   目

博士課程

前期課程
経済学専修コース

1.書 類 選 考     （調査書等）

2.口 述 試 験     （45分程度）＝提出書類に記載されている内容を

中心に質問する。

区分 課程／コース 試 験 日 試   験   科   目 時  間  割

Ⅰ期
博士課程 前期課程

(経済学専修コース)

22002266年年 

99月月22日日((水水)) 
口 述 試 験 10:00～

Ⅱ期
22002277年年 

22月月2255日日((木木)) 
口 述 試 験 10:00～

  【受験上の注意】

①入試当日は、午前９時４５分までに入試広報センター（本館２階）に集合してください。

②受験票は必ず持参してください。（忘れた場合は、当日入試広報センターへ申し出てください。）

③試験開始後３０分を経過すると受験できません。

④不正行為をした者には退場を命じ、全科目を無効とします。

⑤本学の売店（セブンイレブン）で軽食を販売しています。

⑥入試当日は、駐車場を利用することができませんので、公共交通機関や本学のスクールバス

（ＪＲ可部線下祇園駅西口の近くから運行）を利用してください。祇
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６  出願資格

５  入学試験会場

区 分 試         験         場

Ⅰ  期 広島経済大学  入試広報センター
〒731－0192 広島市安佐南区祇園五丁目３７番１号Ⅱ  期

入学予定時において、次の各号の一つに該当する者で、３年以上の就業経験※のある者。又は、入学予

定時において、学士の学位取得後５年以上経た者。

※就業経験とは、職業（自営業含む）に従事している人（正規雇用及び臨時雇用）や、家事、育児、介護等に携わるものをいう。

  (1)学校教育法第83条に定める大学を卒業した者、又は2027年3月までに卒業見込みの者。

     (2)独立行政法人大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者、又は2027年3月まで

に授与される見込みの者。

     (3)外国において、学校教育における16年の課程を修了した者、又は2027年3月までに修了見込みの者。

     (4)外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学

校教育における16年の課程を修了した者、又は2027年3月までに修了見込みの者。

     (5)我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修

了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けら

れた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者、又は2027年3

月までに修了見込みの者。

     (6)外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府

又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大

臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が3年以上である課程を修了すること（当該

外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修

了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって学校教育法施

行規則第155条第1項第4号の規定により指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）

により、学士の学位に相当する学位を授与された者、又は2027年3月までに授与される見込みの

者。

(7)専修学校の専門課程（修業年限が4年以上であること、その他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した

者、又は2027年3月までに修了見込みの者。

     (8)文部科学大臣の指定した者。（昭和28年文部省告示第5号）

     (9)学校教育法第102条第2項の規定により他の大学院に入学した者であって、当該者をその後に入学

させる本大学院において、大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの。

  (10)本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、22歳に達した者、及び2027年3月31日までに22歳に達するもの。

●上記出願資格の(9) (10)に該当する場合は、出願に先立ち事前資格審査が必要となりますので、事

前に必ず入試広報センターへお問い合わせください。審査に必要な書類等を送付します。

なお、事前審査に必要書類の提出期限は、Ⅰ期は6月19日（金）、Ⅱ期は11月20日（金）です。
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８  出願手続

９  提出書類

７  選考方法
選考は自薦書、研究計画書の内容確認に基づく口述試験及び成績証明書等を総合し、大学院での教育

を受ける能力と研究意欲、入学後の研究計画性を確認して判定します。

出願はすべて郵送によるものとし、本学の窓口では受け付けません。

出             願             先

広島経済大学  入試広報センター
〒731－0192 広島市安佐南区祇園五丁目３７番１号

   ★入試に関するお問合せ先 082-871-1313（直通）受付時間 8：45～17：30（土・日・祝祭日は休業）

注）一度受け付けた提出書類及び入学検定料は一切返還しません。

 

□□入入学学願願書書…………本本学学所所定定ののもものの 

・必ず本人が記入してください。

・願書裏面の記入上の注意をよく読み、Ｐ38の記入例を参考にし、正確に記入してください。

□□成成績績証証明明書書 

・最終出身学校が発行し、厳封されたものを提出してください。 

□□ⒶⒶ整整理理票票、、ⒷⒷ受受験験票票…………本本学学所所定定ののもものの 

・入学検定料は、本学所定の振込用紙を使用し直接金融機関の窓口で振り込むか、ＡＴＭ・インタ

ーネットバンキングで振り込んでください。

  ①金融機関窓口で振り込む場合は、Ⓐ整理票、Ⓑ受験票、Ⓒ入学検定料領収書、Ⓓ振込依頼票

に必要事項を記入した上で、金融機関の窓口に入学検定料とともに持参し、Ⓒ・Ⓓ票に「取

扱銀行収納印」を押印してもらい、Ⓒ票を切り取ってⒶ・Ⓑ票のみ提出してください。Ⓒ票

は本人が保管してください。

②ＡＴＭ・インターネットバンキングで振り込む場合は、Ⓓ振込依頼票に記載してある「整理

番号」と「志願者名」を必ず入力してください。利用する金融機関の諸条件により、振込手

数料が必要となる場合があります。Ⓒ・Ⓓ票は切り取ってⒶ・Ⓑ票に必要事項を記入し提出

してください。

・最近３か月以内に撮影した鮮明な写真（縦4cm×横3cm、上半身、正面脱帽、無背景のもので、写

真の裏に課程種別、氏名を記入）をⒶ票の所定の位置に貼付してください。

・Ⓑ受験票の表に本人の住所、氏名を記入してください。

□□最最終終出出身身学学校校のの卒卒業業（（修修了了））証証明明書書又又はは卒卒業業（（修修了了））見見込込証証明明書書 

・最終出身学校が発行し、厳封されたものを提出してください。

・独立行政法人大学改革支援・学位授与機構において学位を授与された者は「学位授与証明書」、

学位を授与される見込みの者は「学位授与申請受理証明書」を提出してください。

□□自自薦薦書書

・800字程度で受験動機を詳しく記入してください。（文書作成ソフトで作成してください。） 

□□研研究究計計画画書書…………本本学学所所定定ののもものの 

・研究計画を詳細に記入してください。 

□□在在職職証証明明書書 

・現在在職中の者のみ提出してください。

□□長長期期履履修修学学生生申申請請書書…………本本学学所所定定ののもものの 

・長期履修学生として修学を希望する者のみ提出してください。

長期履修学生制度については、Ｐ27ページでご確認ください。

提出書類に虚偽の記載があった場合には、受験を取り消します。

また、合格した後に虚偽の記載が判明した場合においても、入学資格を取り消します。

祇

− 24 −



１  入学検定料

２  合格発表

３  入学手続

４  学費・諸納付金

共 通 項 目

１．入学検定料： ３０,０００円

２．支払方法： 所定の振込用紙で最寄りの金融機関の窓口またはＡＴＭ・インターネットバンキングから

        期限内に振り込んでください。

注１：入学検定料は、本学の窓口や郵送による納付は受け付けません。
   注２：納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。

試 験 区 分 合  格  発  表  日

Ⅰ  期 ２０２６年９月１０日（木）午前１０時

Ⅱ  期 ２０２７年３月 ４日（木）午前１０時

本学のオフィシャルサイトから合否の確認が可能です。ＵＲＬは、https://www.hue.ac.jp/ です。
また、受験者全員に合否結果を発送します。合格者には、入学手続書類も送付します。

試 験 区 分 入 学 手 続 締 切 日

Ⅰ  期 ２０２６年１０月１６日（金）【締切日消印有効】

Ⅱ  期 ２０２７年 ３月２４日（水）【締切日消印有効】

  
１．合格者は所定の学費・諸納付金の納付、及びその他の諸手続きを指定の期日までに完了しなければな

りません。期日を過ぎると入学資格を取り消します。
２．所定の学費・諸納付金は、入学手続書類と同封の振込用紙で最寄りの金融機関から期限内に振り込ん

でください。
本学の窓口や郵送による納付は受け付けません。

３．最終手続きまで完了した者が、２０２７年３月３１日（水）【締切日消印有効】までに所定の入学辞
退届を提出した場合、入学金を除く、授業料、施設費、諸納付金を返還します。

４．官公庁、その他会社などに在職中の者は、入学承諾書（様式任意）を提出してください。

１．博士課程 前期課程                                  （単位：円）

納 付 金

内  訳
初年度納付金       

合 計       

納     付     金
備   考

前     期 後     期

学 費

入 学 金 250,000 250,000

授 業 料 340,000 170,000 170,000

施 設 費 100,000 50,000 50,000

諸納付金
経 済 学 会 費 1,000 1,000

院生協議会費 10,000 10,000

合 計        701,000 481,000 220,000

（１）以下に該当する者は、本人の申請に基づき、審査の上、入学金の減免を行います。
①本学学部から継続して大学院前期課程に入学の場合は、入学金を全額免除。

（学部と大学院の間に研究生の期間があっても継続とみなします。）
②本学学部から在籍が継続していない場合は、入学金の２分の１を減額。
③他大学出身者で本学研究生から継続して大学院前期課程に入学の場合は、入学金の２分の１を減額。

（２）表中の金額は２０２６年度の内容です。
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２．博士課程 後期課程                                  （単位：円） 

納 付 金 

内  訳 
初年度納付金        

合 計        

納     付     金 
備   考 

前     期 後     期 

学 費 

入 学 金 250,000 250,000   

授 業 料 340,000 170,000 170,000  

施 設 費 100,000 50,000 50,000  

諸納付金 
経 済 学 会 費 1,000 1,000   

院生協議会費 10,000 10,000   

合 計         701,000 481,000 220,000  
 

（１）以下に該当する者は、本人の申請に基づき、審査の上、入学金の減免を行います。 
①本学大学院前期課程から後期課程に入学の場合は、入学金を全額免除。 
②本学大学院前期課程から在籍が継続していない場合は、入学金の２分の１を減額。  

（２）表中の金額は２０２６年度の内容です。 

 

３．博士課程 前期課程 《長期履修生》                          （単位：円） 

学年 学費 ２年修了 ３年修了 ４年修了 

１年次 

入学手続時 

入学金 250,000 250,000 250,000 

授業料 170,000 113,500 85,000 

施設費 50,000 33,500 25,000 

小計 470,000 397,000 360,000 

後期 

授業料 170,000 113,300 85,000 

施設費 50,000 33,300 25,000 

小計 220,000 146,600 110,000 

合計 690,000 543,600 470,000 

２年次 

前期 

授業料 170,000 113,300 85,000 

施設費 50,000 33,300 25,000 

小計 220,000 146,600 110,000 

後期 

授業料 170,000 113,300 85,000 

施設費 50,000 33,300 25,000 

小計 220,000 146,600 110,000 

合計 440,000 293,200 220,000 

３年次 

前期 

授業料  113,300 85,000 

施設費  33,300 25,000 

小計  146,600 110,000 

後期 

授業料  113,300 85,000 

施設費  33,300 25,000 

小計  146,600 110,000 

合計  293,200 220,000 

４年次 

前期 

授業料   85,000 

施設費   25,000 

小計   110,000 

後期 

授業料   85,000 

施設費   25,000 

小計   110,000 

合計   220,000 

総合計 学費 1,130,000 1,130,000 1,130,000 

※博士課程後期課程については、別途定めます。詳細はお問い合わせください。 
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５  奨学金制度

６  長期履修学生制度

８  通学について

７

経済的な理由で入学後修学困難な者に、学資を貸与する奨学金制度があります。

  １．日本学生支援機構奨学金

  ※博士課程前期課程入学者には、授業料後払い制度もあります。

２．地方公共団体等奨学金

３．その他外国人留学生奨学金

この制度は、就業、家事、育児、介護等の事情により標準修業年限内での履修が困難なため、標準

修業年限を超えて計画的な履修を希望する人を対象としています。授業料、施設費については、許可

された修業年限で分割して納入することができます。

この制度の利用を希望する場合は、「長期履修学生申請書」に必要事項を記入の上、出願書類とと

もに出願期間内に提出してください。申請に基づき選考を行い、許可された者に対しては、各選抜入

学試験の合格発表時に合格通知書と一緒に「長期履修学生許可書」を同封し通知いたします。

この制度の利用を希望する場合は、出願前に研究計画とあわせて、研究指導教員へ相談することを推

奨します。

標準修業年限 長期履修期間

博士課程前期課程 ２年 ３年、４年のいずれか

博士課程後期課程 ３年 ４年、５年、６年のいずれか

疾病・負傷、障がい等のために、受験上の配慮、および入学後の修学上の配慮を希望する志願者

は、出願に先立ち、入試広報センター（082-871-1313）までご連絡、ご相談ください。申し出の内容

（程度）に応じ、受験時、および入学後の学修環境において、可能な限り配慮措置を講じます。ま

た、詳細なヒアリングが必要と判断される場合は本学にお越しいただくことがあります。なお、これ

ら配慮に関する事前相談は、随時行っております。

※出願後の急な疾病・負傷が発生した場合は、速やかにご連絡ください。なお、事前相談のない急

な申し出に対しては、配慮ができない場合があります。

１．車両通学について

自転車、バイクでの通学を希望する人は事前に登録が必要です。申請方法は、入学後、学務セン

ター学生課までお問合せください。なお、自動車による通学は禁止しています。

２．公共交通機関での通学について

JR等の公共交通機関を利用する人は、「通学証明書」の発行を受け、定期券を購入することにな

ります。合格後、合格通知書と共に、「通学証明書発行申込書」をお送りいたしますので、希望

する人は提出をお願いいたします。
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個人情報の取扱いについて

出願にあたって、お知らせいただく個人情報につきましては、以下の目的以外には使用いたしません。

    １ 入学試験運営

２ 各種送付物（受験票・合格通知・入学手続書類等）の発送

３ 入学手続に関すること

４ 各種統計・調査

５ その他入学試験に関すること

また、入学後は教育目的等で使用します。詳しくは入学手続書類でお知らせいたします。

なお、広島経済大学個人情報保護方針は以下のとおりです。

この件に関するお問い合わせは、入試広報センター（082-871-1313）までご連絡ください。

学校法人石田学園広島経済大学 個人情報保護方針

学校法人石田学園広島経済大学（以下「本学」という。）は、個人の人権を尊重する立場か

ら、以下のとおり個人情報保護方針を定め、個人情報の保護に努めます。

１．本学は、個人情報保護に関する法令及びその他の規範を遵守します。また、学校法人石田

学園広島経済大学個人情報保護規程を定め、個人情報の保護方針を着実に実行し、維持す

るとともに継続的な改善に努めます。

２．本学は、個人情報保護に関する管理体制を確立するとともに、学校法人石田学園広島経済

大学個人情報保護規程を教職員及びその他の関係者に周知し、その遵守徹底に努めます。

３．本学は、個人情報を個人情報の主体である本人（以下「本人」という。）に明示、通知又

は公表した利用目的の範囲内で取り扱います。また、本学は、個人情報を本人の同意があ

る場合又は正当な理由がある場合を除き、第三者に開示又は提供しません。

４．本学は、個人データを正確かつ最新の状態に保つとともに、個人データへの不正アクセ

ス、紛失、破壊、改ざん及び漏えい等の予防に努めます。

５．本学は、本人からの情報開示及び訂正等の申し出には、合理的な期間及び妥当な範囲にお

いて誠実かつ迅速に対応します。
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広 島 経 済 大 学（ 試 験 場 ）案 内 図

 

試試験験場場    広広島島経経済済大大学学 

          広島市安佐南区祇園五丁目３７番１号        TEL ０８２－８７１－１３１３

★本学までの交通機関

  ＪＲ可部線下祇園駅にて下車

  下図を参考にスクールバスを利用してください。

  （本学まではスクールバスで５分、徒歩で約２０分です。）

（昨年度の大学院入学試験要項にある地図のデータを差し込んでください。

  ※1点変更していただきたいものがあるので修正指示のPDFを添付しております。）

新白島
新白島

本
通

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン

西
原
西
原

的場町

ゆめテラス祇園
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キャンパスマップ

（今年度の教務ガイドのキャンパスマップのデータを差し込んでください。）

別紙を参照してください。

3F 会議室 部室
2F 部室 会議室（920）
1F ロッカー室 教員控室

4F 研究室
3F 研究室
2F 非常勤講師控室 研究室
1F 学生課 教務課

3F 631
2F 621 622
1F 611 612

6F
（大学院）

661 662 663 664 665
院生研究室 院生控室

5F 学生食堂（展望レストラン ジョイア）
4F 茶室 学友会執行部体育局文化局同窓会事務局
3F 美容室 632 Wai Wai スポット
2F ブックセンター
1F コンビニ 学生ラウンジ

学生会館（LIBRE）

総合スポーツセンター

第1クラブハウス

屋内野球練習場

テニスクラブハウス

スクールバス終点

体育館前

4F 241 242
3F 231 232 233 印刷室
2F 221 222 223 225
1F キャリアセンター

4F フリースペース
741 742 743 情報センター

3F 730 731 732 733 734
735 736 737 738 739

2F 721 722 723 724

1F 711 712 713 スタジオ
小演習室（716） ラジオブース 研究室

3F
教員控室 研究室 ゼミ室31

（831）
ゼミ室32
（832）

ゼミ室33
（833）

ゼミ室34
（834）

ゼミ室35
（835）

ゼミ室36
（836）

ゼミ室37
（837）

ゼミ室38
（838）

2F プロジェクトスペース
1F 事務室 レストランCafe「Time」

4F 談話室（840） 研修室41（841） 研修室42（842）
研修室43（843） 研修室44（844） 研修室45（845）

5F
4F 研 究 室

2F 事務局長室総務課・管財課入試広報センター

1F 保健室 研究室 学生相談室
学生自習室

3F
地域経済
研究所 031 032 033 034
035 036 037 038 039

5F 151 152 153 154 155
4F 141 142 143 144 145 146
3F 131 132 133 134 135
2F 121 122 123 124 125

1F 112 113 114 115
学生食堂（山の上10番地食堂）教職課程支援室 111

4F 観覧席
3F メインアリーナ（931・932）
2F トレーニング

ルーム（921）
研修室Ａ
（912）

研修室Ｂ
（913）

スポーツ生理学
実験室Ⅰ（922）

スポーツ生理学
実験室Ⅱ（923）

1F 武道場（914） 多目的室
（911） 事務室

総合グラウンド

フットボールパーク（940）

第2駐輪場

明徳館

第3駐輪場10F 8101 8102 8103 8104 8105 8106 8107 8108
9F 8901 8902 8903 8904 8905 8906 8907 8908 8909 8910
7F・8F アクティブラーニングコモンズ・プレゼンテーションコート（7F）
6F 教育・学習支援センター・女子学生支援センター 国際教育交流センター ラーニングサポートコーナー こまちルーム
5F カフェ コネクションエリア 国際交流ラウンジ ワールドカフェ

2F～4F スチューデントコモンズ
1F 明徳ホール

明徳館

…AED …担架

…車椅子 …喫煙所

1 2 5

0 ：本館

階 0～ 9
1 ： 1 号館
2： 2号館
6： 6号館または学生会館
7：メディア情報センター

＜教室表示の例＞　

8 1 0 1

8 ：明徳館 1：10階
9：9階 01～10

大学院専用フロア
学生会館「LIBRE」6 階

院生

院生
控室

研究室
1

院生
研究室
4

院生
研究室
3

院生
研究室
2

ELV

661 662

663
664

665

女子トイレ
男子トイレ
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2026年
2026年
2027年
2027年
2027年

1
日（
火
)・

2
日（
水
）

2
日（
水
）

24
日（
水
）・
25
日（
木
）

24
日（
水
）

25
日（
木
）

9
月
9
月
2
月
2
月
2
月

2027
2027

2027

2026
2027

71
14

71
1515

水月
水金

電
信

専
門
科
目
（一般選抜（前期課程）の受験者のみ記入）

専
門
科
目（
一
般
選
抜（
前
期
課
程
）の
受
験
者
の
み
記
入
）

※
専
門
科
目
を
7部
門
か
ら
研
究
者
養
成
コ
ー
ス
は
2部
門
、

　
経
済
学
専
修
コ
ー
ス
は
１
部
門
を
選
択
し
、
記
入
す
る
こ
と
。

※
専
門
科
目
を
7部
門
か
ら
研
究
者
養
成
コ
ー
ス
は
2部
門
、
経
済
学
専
修
コ
ー
ス
は

　
1部
門
を
選
択
し
、
記
入
す
る
こ
と
。

部
門
：
理
論
経
済
学
、経
済
史
、経
済
政
策
、財
政
学
・
金
融
論
、統
計
学
、経
営
学
、地
域
研
究

部
門

部
門

部
門

部
門

受
　
験
　
番
　
号

課
程
種
別

一
般
選
抜
（
前
期
課
程
）

一
般
選
抜
（
後
期
課
程
）

社
会
人
特
別
選
抜（
前
期
課
程
）

研
究
者
養
成
コ
ー
ス

経
済
学
専
修
コ
ー
ス

選
択
コ
ー
ス

2
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広
島
経
済
大
学
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
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 2027年度  広島経済大学大学院入学願書【前期課程】（Ⅰ期・Ⅱ期） 

 

ふりがな 
 

性

 

別 

男 ・ 女 

受験番号 
※ 

名    前  

  

経経済済学学研研究究科科経経済済学学専専攻攻  

博博士士課課程程  前前期期課課程程 

生年月日    年   月   日生 （    才） 

 

入試区分 
 

該当する 

コースに〇を

してください 

       

1.一般選抜 研究者養成コース 
 

2.一般選抜 経済学専修コース 
 

3.社会人特別選抜 経済学専修コース 

 現住所 

〒            TEL 

 

 

 

 
受 

 
 

験 

（
一
般
選
抜
の
み
） 

外国語科目 

【一般選抜】 
英   語 

緊急 

連絡先 

名前 
 

本人との関係 
  

専門科目 
研究者養成コース

は2部門、 

経済学専修コース

は1部門記入 

１

部

門 

 

〒            TEL 

 

 

 

 

２

部

門 

 

入学後志望する 

研 究 指 導 科 目        

 

学    歴 

在    学    期    間 出 身 学 校 名 部    科    名 卒業･修了･中退の別 

                               
 

 

 

 

 

 

                

               

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

職    歴 

 
※在職中の

者は在職証

明書を提出 

在    職    期    間 会        社        名 所属部署・役職名 

                

                

  

                

                

  

                

                

  

                

                

  

（その他特記事項） 

 

 

 

 

卒業論文 

（論題） 

項      目 内                                    容 

志望する研究指導 

科目の選択理由に 

ついて 

 

 

 

 

 

修了後の進路に 

ついて 

 

  就職・進学等 

  の希望計画に 

  ついて 

 

 

 

 

 
◎裏面の記入上の注意をよく読み、Ｐ３８の記入例を参考にし、正確に記入してください。 

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    
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入学願書記入上の注意事項 
 

 

１．願書上部にある、（Ⅰ期・Ⅱ期）のいずれかに〇をしてください 

 

２．※欄は記入しないでください。 

 

３．専門科目（理論経済学部門、経済史部門、経済政策部門、財政学・金融論部門、統計学部門、経営学部門、地域研究 

部門）は一般選抜（前期課程）における「研究者養成コース」を受験する場合は7部門中2部門、「経済学専修コース」 

を受験する場合は7部門中1部門を選択して記入してください。 

   

４．入学後志望する研究指導科目は、ｐ５～６の「経済学研究科経済学専攻博士課程〔前期課程〕授業科目」を参考に 

記入してください。（「研究指導」の欄に〇が付いている科目が対象です。） 

 

５．学歴欄は高等学校以降とし、正式名称で学部学科まで記入し、卒業・卒業見込・修了・修了見込・中退の別を明記 

してください。 

 

６. 職歴欄の（その他特記事項）は、就業経験が家事、育児、介護等の場合のみ、その期間を含めた内容を詳しく記入 

してください。 

（例）期間 ２０２２年４月～２０２６年３月  

    内容 親の介護の為 

 

７．志望する研究指導科目の選択理由欄は、授業科目の選択、論文作成の指導など、指導教員の指導を受けることになり 

ますので、いままで研究してきたこと、いまからの研究について如何なる抱負を有するか具体的に記入してください。 
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2027年度  広島経済大学大学院【後期課程】入学願書 
 

ふりがな  

性

 

別 

男 ・ 女 

受験番号 
※ 

名    前  

  

経経済済学学研研究究科科経経済済学学専専攻攻  

博博士士課課程程  後後期期課課程程 

生年月日    年   月   日生 （    才） 入試区分 一般選抜 

現住所 

〒           TEL 

受 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

験 

コ
ー
ス
名 

研究者養成コース 

外
国
語
科
目 

英語（日本人） 

緊急 

連絡先 

名前 
 

本人との関係 
 

〒           TEL 
英語（日本人・外国人留学生共通） 

入学後志望する 

研 究 指 導 科 目        

 

 
 

学    歴 

在    学    期    間 出 身 学 校 名 部    科    名 
卒業･修了･中退

の別 

                

                

 

 

 

 

 

 

                

                

 

 

 

 

 

 

                  

      

 

 

 

 

 

 

                

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職    歴 

 
※在職中の

者は在職証

明書を提出 

在    職    期    間 会        社        名 所属部署・役職名 

                

                

  

                

                

  

                

                

  

                

                

  

(その他特記事項) 

項      目 内                                    容 

修了後の進路に 

ついて 

 

  就職・進学等 

  の希望計画に 

  ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎裏面の記入上の注意をよく読み、Ｐ３９の記入例を参考にし、正確に記入してください。 

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    
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入学願書記入上の注意事項 
 

 

１．※欄は記入しないでください。 

 

２. 入学後志望する研究指導科目は、ｐ７の「経済学研究科経済学専攻博士課程〔後期課程〕授業科目」を参考に記入して 

ください。（「研究指導」の欄に〇が付いている科目が対象です。） 

 

３．学歴欄は高等学校以降とし、正式名称で学部学科まで記入し、卒業・卒業見込・修了・修了見込・中退の別を明記して 

ください。 

 

４. 職歴欄の（その他特記事項）は、就業経験が家事、育児、介護等の場合のみ、その期間を含めた内容を詳しく記入して 

ください。 

（例）期間 ２０２２年４月～２０２６年３月  

    内容 親の介護の為 
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 2027年度  広島経済大学大学院入学願書【前期課程】（Ⅰ期・Ⅱ期） 
  

ふりがな けいだい はなこ 

性

 

別 

 

 

 

男 ・ 女 

受験番号 
※ 

名    前 経大 花子 
  

経経済済学学研研究究科科経経済済学学専専攻攻  

博博士士課課程程  前前期期課課程程 

生年月日 1996年  1月  23日生（   30 才） 
 

入試区分 
 

該当する 

コースに 

○をして 

ください 

       

1.一般選抜 研究者養成コース 

 

2.一般選抜 経済学専修コース 

 

3.社会人特別選抜 経済学専修コース 

 現住所 

〒731-0192       TEL090-××××-×××× 

広島県広島市安佐南区祇園五丁目３７番地１号 

受 
 

 

験 

（
一
般
選
抜
の
み
） 

外国語科目 
【一般選抜】 

英        語 

緊急 

連絡先 

名前 経大 太郎 本人との関係 夫 

 

専門科目 
研究者養成コース

は2部門、 

経済学専修コース

は1部門記入 

１

部

門 
財政学・金融論部門 

〒            TEL090-××××-×××× 
 

同上 
 

 

２

部

門 
理論経済学部門 

入学後志望する 

研 究 指 導 科 目        
租税制度論特論 

学    歴 

在    学    期    間 出 身 学 校 名 部    科    名 卒業･修了･中退の別 

                               KDAI高等学校 普通科 卒業 

                               広島経済大学 経済学部 経済学科 卒業 

                

               

 

 

 

 

 

 

 

職    歴 

 
※在職中の

者は在職証

明書を提出 

在    職    期    間 会        社        名 所属部署・役職名 

 株式会社 経済商事 総務部 総務課 係長 

                

                

 
 

                

               
  

                

                
  

（その他特記事項） 

期間：２０２３年４月～現在に至る  

内容：税理士試験の勉強をしながら家事に専念 

 

卒業論文 

（論題） 

ふるさと納税による経済効果 

項      目 内                                    容 

志望する研究指導 

科目の選択理由に 

ついて 

 

 

 

 

 

修了後の進路に 

ついて 

 

  就職・進学等 

  の希望計画に 

  ついて 

 

 

 

 

 

７つの部門から選択（理論経済学部門、経済史部門、経済政策部門、

財政学・金融論部門、統計学部門、経営学部門、地域研究部門） 

※研究者養成コースは2部門、経済学専修コースは1部門記入 

※社会人特別選抜は筆答試験が無い為、記載不要 

記記  入入  例例  この欄は記入しないでください 

本人以外で連絡がとれる方の情報を記入してください 

※電話番号は、現住所に記載した番号と違うものを必ず

ご記入ください 

Ｐ５.６の研究指導欄に 

〇が付いている科目を選んでください 

 

就業経験が家事、育児、介護等の場合のみ、 

その期間を含めた内容を詳しく記入してください（Ｐ３５の６．を参照してください） 

 

※学歴・職歴欄は高等学校卒業以降、 

空白期間がないよう全て記入してください 

 

Ｐ３５の７．を参照して記入してください 

 

現在計画している修了後の進路について記入してください 

どちらかに○を 

つけてください 

          年    月～        年  月    

     2011 年  4 月～   2014 年  3 月    

     2018 年  4 月～   2023 年  3 月    

     2014 年  4 月～   2018 年  3 月    

          年    月～        年  月    

          年    月～        年  月    

          年    月～        年  月    

祇
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2027年度  広島経済大学大学院【後期課程】入学願書 
  

ふりがな けいだい はなこ 

性

 

別 

 

 

 

男 ・女 

受験番号 
※ 

 

名    前 経大 花子 
  

経経済済学学研研究究科科経経済済学学専専攻攻  

博博士士課課程程  後後期期課課程程 

生年月日 1996年  1月  23日生（   30 才） 入試区分 一般選抜 

現住所 

〒731-0192       TEL090-××××-×××× 

広島県広島市安佐南区祇園五丁目３７番地１号 

 

受 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

験 

コ
ー
ス
名 

研究者養成コース 

外
国
語
科
目 

英語（日本人） 

緊急 

連絡先 

名前 経大 太郎 
本人との関

係 夫 

〒            TEL090-××××-×××× 
 

同上 
 

 

英語（日本人・外国人留学生共通） 

入学後希望する 

研 究 指 導 科 目        

 

理論経済学特殊研究Ⅰ 
 

学    歴 

在    学    期    間 出 身 学 校 名 部    科    名 卒業･修了･中退の別 

                               KDAI高等学校 普通科 卒業 

                               広島経済大学 経済学部 経済学科 卒業 

                               広島経済大学大学院 
博士課程 前期課程 

経済学専攻 
修了見込み 

                

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職    歴 

 
※在職中の

者は在職証

明書を提出 

在    職    期    間 会        社        名 所属部署・役職名 

    株式会社 経済商事 総務部 総務課 係長 

                

                

  

                

                

  

                

                

  

（その他特記事項） 

期間：２０２３年４月～２０２５年３月  

内容：税理士試験の勉強をしながら家事に専念 

項      目 内                                    容 

修了後の進路に 

ついて 

 

  就職・進学等 

  の希望計画に 

  ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この欄は記入しないでください 

Ｐ７の研究指導欄に 

〇が付いている科目を選んでください 

記記  入入  例例  

本人以外で連絡がとれる方の情報を記入してください 

※電話番号は、現住所に記載した番号と違うものを必ず

ご記入ください 

 

就業経験が家事、育児、介護等の場合のみ、 

その期間を含めた内容を詳しく記入してください（Ｐ３７の４．を参照してください） 

 

現在計画している修了後の進路について記入してください 

     2011 年  4 月～   2014 年  3 月    

     2014 年  4 月～   2018 年  3 月    

     2018 年  4 月～   2023 年  3 月    

     2025 年  4 月～   2027 年  3 月    

          年    月～        年  月    

          年    月～        年  月    

          年    月～        年  月    

          年    月～        年  月    

 

※学歴・職歴欄は高等学校卒業以降、 

空白期間がないよう全て記入してください 

祇
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２０２７年度                  調      査      書 
【広島経済大学大学院経済学研究科経済学専攻 博士課程 前期課程（一般選抜）】 

ふりがな    

  

名  前 

 

  

  

現住所 

〒                    TEL 

 

 

 

在学中の 

異    動 

期             間 事            由 

休

学 

   年   月   日 ～    年   月   日  

   年   月   日 ～    年   月   日  
そ

の

他 

 

 

 

 

 

 

卒業論文 

（論 題） 

 

 

 

 

在学中の 

状    況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所    見 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            記載責任者名                                      ㊞ 

 

 

   本書の記載事項に誤りのないことを証明します。 

 

               年     月     日 

 

 

                              所  在  地 

                              大  学  名 

                              学長又は学部長                                             ㊞ 

 

 

 年    月    日  入学 ・ 編入 ・ 転入学 

 年    月    日  卒業 ・ 卒業見込 
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２０２７年度                     調      査      書 
                                    【広島経済大学大学院経済学研究科経済学専攻  博士課程 後期課程（一般選抜）】 

ふりがな  

現住所 

 

〒                              TEL 

 

 

 名  前 

 

 

 

履  歴 

 

大  学 

大学院 

を記入 

大学／大学院名 学部／研究科名 学科／専攻名 課程名 入学／卒業・修了年月日 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

取得した学位 

 

 

 

在学中 

の異動 

期                     間 事                   由 

休  学 
     年    月    日 ～       年    月    日  

     年    月    日 ～       年    月    日  

その他 
 

 

 

 

学  位 

 

(修士) 

 

論  文 

（論 題） 

 

 

 

（要 旨）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合所見 

 

 

 

 

 

指導教授名 

 

            

    ㊞ 

   本書の記載事項に誤りのないことを証明します。 

 

             年      月      日 

                                                     所  在  地 

                                                     大  学  名 

                                                     学長又は研究科長                                           ㊞ 

 

 

年    月    日入学 

年    月    日卒業          学士 

年    月    日入学 

年    月    日修了・修了見込 
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２０２７年度                研  究  計  画  書 
 

ふ り が な        
１．一般選抜（前期課程） 

２．社会人特別選抜（前期課程） 

３．一般選抜（後期課程） 

 

名 前       

 

 

                                       ㊞ 

 

専攻しようと 

する研究指導 

科   目   名 

 

 

 

 

研 究 題 目       

 

 

 

 

研 究 計 画       

 

概 要       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 績       

学部卒業論文題目： 

 

修士論文題目： 

 

その他： 

 

 

 

 

（広島経済大学 大学院） 
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     年      月      日 

 

長期履修学生申請書 
 

 

広島経済大学 学長 殿 

 

 

下記のとおり長期履修の適用を希望したいので申請いたします。 

 

記 

 

氏     名                                       ㊞ 

 

入 学 年 月           年        月 

修了予定年月           年        月 

 

課  程 コース 希望修了年限 

博士課程  前期課程 
①経済学専修コース 

 

②研究者養成コース 

①３年修了 

 

②４年修了 

博士課程  後期課程 研究者養成コース 

①４年修了 
 

②５年修了 
 

③６年修了 
（いずれかに○印をつけてください） 

 

勤務先名称など 

（所属部署・役職名） 
 

勤務先所在地 

〒 

 

TEL 

 

長期履修を必要とする理由 
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22002277年年度度  

  

広広島島経経済済大大学学大大学学院院  

学学生生募募集集要要項項  
（（一一般般選選抜抜、、社社会会人人特特別別選選抜抜））   

  

経経済済学学研研究究科科経経済済学学専専攻攻  

博士課程前期課程 

博士課程後期課程 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

  
大大学学院院経経済済学学研研究究科科経経済済学学専専攻攻博博士士課課程程  

（（  前前期期課課程程  ・・  後後期期課課程程  ））  
 

 

 

＜＜入入学学試試験験にに関関すするる問問いい合合わわせせ先先＞＞  

  

  
■受付時間（平日）8:45～17:30（土・日・祝祭日は休業）  

■〒731-0192  広島市安佐南区祇園五丁目 37 番 1 号 

■TEL（082）871-1313（直）■FAX（082）871-1074 

                                ■URL https://www.hue.ac.jp/  ■E-mail ent-sc@hue.ac.jp 

入試広報センター 


